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I はじめ
11莱の生産量の把握はむつかしく，県林政諜がilillJi寸に依頼して推定してもらった数髄が県統計に
崎載されている場合がある程度である.多くの場合， I-U菜に関する統計は掲載されない.ましてその
生産額となると，雲をつかむに等しいほどI~~難である. しかし，ある時期山菜は山村の経済・社会に
重要な役割を演じていたことは確かである.
自然、食品ブームと戸外レクリエーション活動の普及によって山菜採取は従来とは別な形でホm々 と続
けられ，地方山村でt士山菜に代わる収入源を兼業・観光業などによって埋め合わせようと努力してい
る.新潟県車~ !ヨ村を{郊にとり， l-iJ菜の地域経済・社会にi置け』る役割の変化と， IJ菜衰退後の新しい動
きを探ぐるのが本報文の I~lljせである.
現地調査と文献による調査であるが，数的把握が7 官庁統計を用いる研究に比して非常に間難であ
っすこ.
立 新潟県の山菜採取と朝日村の位置づけ
新潟県林政課の特j帯林産物生産量:によると， 1986年のJ_J菜採取はわらび499.3t ，ぜんまい126.5tう
わさび0.7tであり，他の特用林産物のえのきだけ (2，643t) ・ひらすこけ(1， 267 t) ・日本桐 (1，1
07 t) ・生しいたけ(1， 078 t ) ・なめこ (962t )に遠く及ばない. 10年前の1976年にはわらびは75
6.1 tで El本桐 (3，733t) ・黒炭(1， 439t ) ・生しいたけ (815t )に次いで41立を占めていた.
1976年から1986年の10年間の主要特殊林産物の増加率をみると，えのきだけ458%，ひらたけ455%，
菌沫なめこ318%，乾しいたけ246%などの噌力1率が大きく，逆にわらび66%，ぜんま L、91%，わさび
7%などは減少してきた.
1986年産Jj菜の市flJ村民j生産量は5，000kgとか40，000kgーなどとラウンドナンバーで表示されている
ところをみても，全くの概数程度の信樹度しかないが，他に頼る数字がないので，それによって弱日
村の位置づけをみる.わらびは朝日村が41tで県内トップ3 次し、で、:1と|砕する1北村が40tで2{立，以
下糸魚川市 (29t ) ・入広瀬村 (26t ) ・上)1村 (24t )と続いている.ぜんまいは郭日村は 5tで
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松代町.(14 t ) ・牧村(10t) ・守門村 (9.6t ) ・入広瀬村 (8t) ・湯之谷村 (7.5t) ・上川村
(6 t)に次いで第8位に過ぎない.
良質なtJ菜は雪の深い東北日本に成育するといわれ，新潟・福島・山形県の1地が主要な採取地で
ある1)
E 朝日村の概況
〔村域〕
村i或は東西 35.8km，南北24.9km，面積626.40km2県内最大， 日本第2の自治体であり ，2{立の
糸魚川市 (467.14km2)の1.3倍にもなっている.人口は13，831人(1985)で、人口密度はわずか2.1人
jkm2に過ぎない.西端は村上市街に近い三国)[171iJ積低地の海抜12mから，東端の山形県境の酉朝日
岳の18日.7mにまで1800mの比高があり，平均勾配は50m/kmと非常に急勾配である.南西端の三国
川とその右方支流高根}Iが合流する付近に狭い平野が開{づ』るのみで，他はすべて!lJ地である.総雨積
626km2のうち林野が 569km2も占め，林野率は90.8%に達している. I百は 19.2km2で3.1%， ~m は
3.4km2で0.6%，樹底地率は1.6km2で0.3%に過ぎない.
〔人口〕
林野率90%を越す1村のため，人口は1955年の19，184人をピークに人口センサスの度毎に減少して
き， 1985年には13，579人になってしまった. 1954年に市!HJ村合併促進法によって館腰・三部・高根・
猿沢・;臨li手1I]の 5カ村合併によって朝日村が誕生したが，奇しくもその頃が人口のピークであった.
1985年の13村別でF人口規模が大きし、のは高根地区3，206で，以下館!接地区2，911，塩野!lIJ地区2，805，猿
沢地区2，650と続き，最も小さいのは三面地区の2，006である. 1980年から85年の 5年間で最も大きな
人口減少を示した集落はダムに水没するため全村移転した三国の63人減を筆頭に，塩野IlIJ-55，岩崩
-33，大須戸-30，蒲萄-29など最東端と最北端に位置する平地が狭くて1域の広い集落である. 1日村
を構成する集落のうち，約半数は南西端の沖積平野の水m地帯に位置している.官i1iJ要・三部・高根を
構成する集落の約半数は，水日うの少ない. IJ間に位置しており，山域に依存する度合が強い
〔財政〕
村の予算規模は1986年度39.5億円，歳入源別では地方交付税19.3億円は総歳入額の48.8%(全国の
地方財政財源の平均は18.6%) と最大であり，次いで村税5.4億円， 1臼3.8タ%ザ(仏45.5タ%ぎ的)い.村{債i芸京:号14.9億F門:コ司i守?
1ロ2.4タ%ザ(侶8.4タ%ザの〉と続き，自主財源が小さく留の補助と地方債で支えられている典型的な僻地の歳入
パターンを示している.歳出では教育費(総歳出額の15.7%) ・公債費 (14.7%)・民生費(14.3%)
・農林水産費 (13.1%) ・土木費 (11.3%)が主要なものである.
〔産業構造〕
産業別就業者をみると，第エ次産業2，867人 (1980)， 38. 6% (全国は10.9%)，第 2次産業2，536
人， 34. 1% (33. 5%) ，第 3次産業2，032人， 27.3% (55.3%)で， 第 1次産業率が高く， 第 3次産
業率が低いごとに特色がある.総世帯数3，072 (1985) の68.7%，2，110戸が農家であり， 50.7%， 
1，557戸が林家である，もちろん世帯と農業センサスでの戸とは異なる概念ではあるが，戸数の統計
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がないので世帯をもって考えてみた.林家率が約 5割強を占めるところに，朝日村の産業構造の特色
がある.
農家数2，110戸のうち，工W:業はわずか3.2%の67戸， 96.8%が兼業(第 1種14.6タザ，第2種82.2%)
である.圧倒的多数の第2{il兼業農家のうち，世帯主兼業でかつ兼業が主である1， 416戸の兼業業種
をみると，恒常的勤務が64.2%，1: J窪・臨時罷17.4%，出稼ぎ7.6%，自営兼業6.9%である，ちなみ
に全国の専業農家率は14.8%(1985) ，兼業農家率は85.2%(第 1種15.2%，第 2種70.0%)で，朝
日村の農業は専業;農家率が低く，第2種兼業農家率が高いことに特色がある.
この第 2種兼業率の高さは経営耕地面積の零細性からも説明できる. 平均経営耕地規模は1.15ha 
で，全国平均よりもやや小さい.経営耕地規模別階層で，最も多いのはO.5~1. OhaJ習で、全農家の28.0
%を占めている. 0.3ha未満!習が12.6%，累積して0.5ha未満層25.3%， 1. Oha未満!謹53.3%， 1. 5ha 
未満層72.4%， 2. Oha未満j習84.6%である，
第2次産業人口2，536人の約半数を村内の工業で収容しており， 50工場，従業者数1， 176を数えてい
る. 50工場のうち最も多いのは木材工場で 12，次し、で、食料171工場 7，電気工場6と続いているy し
かし，従業員数では電気が514，次いで木材147，家具126と続いており，林業関連工業に特色がある.
1914年，国鉄村上級(新津一村上)が開通し， 1917年に!日高根村南部の原野を買収した日本の石油
玉中野貿ーが開墾して，今日水田46ha，畑32haの街村J!úlの i宇野集落を，~れ、た.第 2 次大戦後の1953年
県営三百ダムが， 1957年に猿1:13ダムが完成した. 1967年の羽越豪雨によって計画水位をはるかにj二@
K 治水計画が再検討された.その結果既設の三酉ダムや河山の改修とあわせて，新たに奥三面ダム
が計画され， 1985年， 42戸の三百五集落が「三面ここにありき」の碑文と住民の名前が刻み込まれた石
碑を残して，全村移住して関村することになった. 1971年から着工していた山形県の朝日村と結ぶ朝
日スーパー林道52km(新潟県側 37.5km，山形県側 14.6km，il員4.6m) が71.8{:意向の亘費を投
じて1983年に完成し新しい観光地の刺激となっている.
N 山菜の程済社会的意味
IJ菜採取は夕刊ム工事などの公共事業，出稼ぎぅ観光地化などと並んで，山村人口の維持機能がある
といわれている.平地稲作農村におけーるi壬!植休暇にも棺当するゼンマイ休暇が6月上旬に小中学校で
設けられていた. しかし，今日では拡大造林による山菜の減少，採取者の高令化，道路整備による部
会人の11菜採り入IJ-1によるiJ_J菜の濫獲などによて，山村における山菜の持つ経済社会的意味は減少し
てきた.三部地区茎太小学校で?土 5月中旬， ワラビ採り大会と称して半日間全校でワラビ、採取に入山
し，支を決めたり，採取したiJJ菜は;農協にli荷して泥童会・生徒会の費用に充てたりしていた.最近
は農協の異い上げ価格が低いため，学校の先生が自家消費用に買い上げたりしている.
11菜を地元民が自家消費用に採取していたことは容易に想像でき，とくに三街地区の千縄・茎太・
猿沢地区猿沢でIJ-1莱取りが盛んであったわ.朝日村農協扱いの 1986年4・5・6月3カ月の実績は，
ゼンマイ337万円， ワラビ (2，272kg) 62万円，コゴミ (449kg) 59万円，その他の山菜24万円であっ
た.出荷先は，中条市場や漬物工場などで，農協扱い;量が全量のどの{立かは不明である.
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れ1-1 三国集落の事例
三百五集務は三百}1から末沢川が分岐する地点の三国)1右岸，海抜180"'-'200111にある. 1926年小国か
ら林道(車道)が開設され，さらに 1936年米坂総が全通しi有の山形県小田IIJJi'戸から献Ihp(500111) 
ノレートによりのアクセスが高まり，ゼンマイ・ナメコなどが米沢のIJ下食品なとcへ出荷され， 1940年
頃まで黄金時代を迎えた. 1940年三国国有林開発事業が始まったが，戦時体制下で中!析した3) 1962 
年，小田・三国間27k 11の林道が完工するとゼンマイ・ナメコ・架が高値で販売されるようになった.
さらに林道完工の翌1963年，国鉄パスが小国から乗り入れるようになったが 4年後の1967年廃止さ
れてしまい，再び陸の孤島と化した. 1955年猿田ダム湛水により，ゼンマイ採取の良い自生地をうし
なった.その補償金で舟を購入して，より奥地で採取するようになり， 1955年以降の山菜ブームで安
定した高い収入を得るようになった.
1955年頃の三国の現金収入は，ゼンマイ 5，200kg，1 kg300円として， 156万円(1戸平均 5751コ=J)，
栗46万円， ワラビ18万門，ナメコ・キノコ類30万円，毛皮類数十万円であった.ある農家の収入割合
は， 11菜6，栗2.5，ぉ:1.5であった.大部分の農家は毎年i降雪前11月末頃，翌年 5 月頃までの冬季I~司
の飯米・食糧を購入し，搬入しておかなければならず，その資金の多くは，翌年のゼンマイ採取を担
保に小国などの仲買人から前借していた.
1985年11月，奥三函ダム建設にともなって三国集落42戸は全村移住した. 29戸は村上市南西部， J 
R羽越新!と松山集落の 11司の新l~fJ地に 1 戸6601112 程度の敷地に御殿のような立派な新築住宅に住んで
いる.それ以外で、は豊栄市に 5戸，新潟市2戸，新発問市 1戸，松山地i玄以外の村上市に移住した.
移転補償金は5，000万"'-'1.5億円といわれている.村上移住によって離散家族が lカ所に集合できた家
も多い反面，転職がうまく行かない悩みを抱えている. 10戸は朝日村南西部小JI付近に水田の代替地
を手に入れ， 2戸は通勤耕作している外は，他人に貸して 675P=J/IOa程の収入を得ーている， 代替地
は区長高揚科i専で70aの水田を得た.農業以外では，木工所，営林署Uーパtヰョ"土方など，女子は甑瀕i担挺肢i主{ 
温泉のホテノルレ.旅館に勤めてる人もちらほらいる. 移転後も三主三=三倫商へ i以J上-I~中;労労ぢぢ，務で
ズンにはIJι山_担J莱取りに三面へi出一卦H向いている人は多い. 1億円の補償費も住宅建設・生活費・ i伝業資金な
どでj底をついてくると， 20~30 日間で 100 万円の収入が得られたゼンマイ採りに郷愁を感じている人
は多い. 29戸の三部出身者ーだけが孤立したi立jtmに住んで、いる現実を，年配者は気心が失1れていて快適
である，と感じている.三商で商屈をやっていた人は.団地内で泊屋を I~j!j し、た.
三国集落全村移住直前の調査がニつある. 1985年2月の農業センサスと10月1日の国勢調査であ
る.役場の資料では42戸全村移住となっているが，廃村1カ月前10月1日の人l=lセンサスでは30j立帯
76人おり， 1980年の人口センサスでは49世帯139人(男34，女42)であるから，すでにかなりの世帯が移
住済みであった.人口は1960年の230から1970年198，に1980年139と一:質して流出し，減少していた.
農業センサスでは農家数29，1980年 (30戸)・ 1975年(32戸)と比べそれ程減つてはいない. しかし農家
人口は1975年の156から1980年112，1985年101と約%に減少し，とくに男子は1975年の69から1985年の
40へ-29，女子の87から61へーおよりも大きく，男子人口の流出が大きかったことを物語っている.
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操業専従者は男子8に対して女子15，年令的には40'"'-'59才が%を占めている.兼業の種類としては自
営兼業2~こ対して雇用兼業27 (うち恒常的勤務 1に対して出稼ぎ・日雇・臨時雇26)である.専業は
は0，1兼が4戸 (13.8%)，2 ~長が25戸 (86.2%). 農家 1 戸当り経営耕地面積は55.6a， *133率は
77.1%， 耕地利用率は93.2%で， ほぼ 1毛作である. 農j産主物!版坂莞売;金額第 1υ{位5古Zの苦部i日出伊甘伊13ヨ
タ%的)，雑誌没・いも類・豆類 1戸 (3.4%)であった. UJIこ!日にありながら馬区|は国有林野が多いため，
家林家 9j=iの保有山林面積はわずかllha， (うち0.1，-__， 1 ha未満が6戸， 1，-._， 5 haが3戸)と極零細
規模である.しかも保有11林面積は 1975年26ha，1980年23haから， 1985年のllhaへ半減し逆に保
有11林無しが1975年の 4戸， 1980年4戸から， 1985年20戸へ，移転が予想されたためか，三面集落保
有IJj林面積は減少してきた.
三国で!-Ij菜が経済的(訪日値をもつようになったのは大正の初め頃であるがその関の事実について，こ
れまで、の文献の記述は正確さを欠いている. r朝1=1村文化財報告第2集J (1977)には， I三国の生
業に於し、てゼンマイ採取の比重が高くなったのは，大正初めごろに，三条森IJの渡辺林j哉という人に
よって，アオセ(アオボシ)という乾燥法が伝えられてからのことである.彼は③治五右ヱ「う宅を宿
にして小屋をかけると同n寺に，ゼンマイの裂い付けも行なった.それ以前はゼンマイ一貫目が50'"'-'60
ったため，ゼンマイ出荷をしていたムラ人は2・3人だった. この13寺，アオセを学んだムラ人の
一人が，夫婦で小屋をかけーてゼンマイ採りを行ない20日間で、60円分の収穫をあげた.若い衆の伐木作
業で同程度の賃金しか稼げない時だったから，家中でできて，毎年安定した収入を得られるゼンマイ
採りは，ムラ中の注IJを集めた.
なお，それ以後取引{il格がー寅133 P=J50銭程度に怠tJ悲したという.このようにしてゼンマイ採取が三
面部務の現金収入のうちで、大きなウェートを占めるようになった.Jとある.i度辺茂蔵編著「羽越国
境の山jτ1- 奥三面3)J (1979)には， I奥三百の生業においてゼンマイの比重が高くなったのは，大
正のはじめに，新潟県稿!軍部三条森IlJ五百川の渡辺林蔵氏によって，アオボシによる乾燥法が伝えら
れてからである.Jとある.三井!日l)はこの件に関してはノータッチである.田口 4)は 1年間三田に
佐んでみて，明治31年(1898)生れの小池ヨりからの聴き取りを次のように書いてある. rオレが16
の年，三条(新潟県清原郡三条l句)の渡辺林蔵って人きてな，ゼンマイ買いてえなんでいって，それ
からゼンマイ採るようになったんだ.ほんでオレのつれあい(夫の故小池甚太郎)が，オレ，ゼンマ
イ採って売るなんていってなー，その頃の三回の衆なんぞ，少しは採って食べる衆もあったがな?ゼ
ンマイなんぞ，ろくに採らなかったぜぇ一.採んのはウドやウノレイぐれえだったな-J， ( )は
出口の付けた注釈と忠われる.
三つの文献に出てくる渡辺林j誌の所在地はし、ずれも現存しない地名ばかりである.田口は学者でな
ので仕方ないとしても，他の二つの文献は学者が書いているにもかかわらず，文献を孫引きしたり，
伝聞を批判的・科学的分析をすることもなくそのまま記述し，地図や行政資料で検討しなかったため
の誤った記述をしたものと忠われる.そもそも新潟県に大正時代に蒲j京都なるものは存在しなかっ
た. 11mlRJIlH寸編成法J (1878)によって大区小区制は廃止され，r!R域が広すぎて行政上不便な郡は
数j誌に分けてよいJとし、う条文によって，蒲原!/:mは西・南・北・仁|コの 4郡に分割されていた(東蒲原
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郡は明治19年 .1886年までは福島県の管轄)，明治12年(1879) 以来，南部原n，~の者，~役所は三条IIIJvこ
置かれ，森IJ]判‘は南港J)京都の一つの村で， 1954年の「市町村合併促進法によって， ili隣りの)蒐1者村・
長沢村と合併して， 1955年 1月1日以降下町村の一部となっている.
-1 モガワ
1987年11月22日，下田村南五百川の国道289南側に沿う渡辺正雄〈林j哉の孫， 金j践の子)宅を訪
ね金蔵〈林蔵の子)の妻 (80才)からl聴き取りができた.彼女は東隣りの大谷地の出身で，嫁入り後
2'"'-'3年間は林蔵と生活を共にした.林j哉の和)j!i;t姿の写真があり，裏に「密門i完勝林入向j舌士J，享
年62才， I昭和9年9月251ヨ，とある.それによって逆算すると渡辺林蔵は明治5年(1872)年生れ 3
三面ヘゼンマイを買いに入ったという大正3年(1914)には林蔵42才の時となる.林蔵は13r-IHを妾や
怠子の金蔵にイ壬せて， 自分は三条の友人の家に泊って，ゼンマイなどの山菜を 1週間ほどかけて京都
方面へ持参したり，炭・潤などを商い，炭を他人に焼かせるなどして，前貸荷人的役割を演じた.五
百)1の区長もやっていた.当時どのような交通手段で三条や三国・京都へ出向いていたかは定かで、は
ないが，多分徒歩と列車であろう.五百川付近にも山菜がたくさん取れ 3 それらも商っていた.
前記小池リョの話しが正確なら， りヨ16才の年とは1914年〈大正3)である.
「山に生かされた日々J5)の三面歴史年表には， i大正 2 (1913) 小池リヨ，新潟県南蒲原郡森1IJ五
百)l'の住人，渡辺林蔵にゼンマイの青干し法を習い，出荷始まる. (これより数年後ともいう.) J 
とある.ここにも森IHJを行政上のIllJと誤解しており，正確には森町村であることは言うまでもない
し、ずれにせよ，渡辺林蔵が三面に入った正確な年は1913年か1914年の大正初期としか現在ではし叫、ょ
うがない.y渡!度度長支:辺林}蔵歳が森1町i耳勾可]
三条!町立町町Jカか、ら来た人と理解されても不!思忍議はない. 三面でで、l自主分でで、も山莱を採取しているのでで、， 13己採取
兼集荷業者であったと想像される.
渡辺林蔵の教えたアオセ〔アオボシ〕とは伝統的な文字通り天日乾燥であるテンポシに対するもの
で，小屋の中に2尺 5寸〔約75cmJi立の間隔で石を2列に積み上げて(高さ60cm，長さ2m位)fF'っ
たヒドコの上に，ジン竹やジサノキで編んだ賛を置き，その上にゼンマイを置いて下から火をたいて
乾燥させる方法である.ゼンマイを手でひっくり返しながら10分間程度いぶしたものを l番乾しとい
う.数時間おきに4田ほどくり返していくにつれ 2番1乏し， 3番乾し， 4 番乾しという.煙が r~ に
しみるため， I~ の悪い人は保護用限鋭をかけた.アオセ処理は，黒くなって見ばえがしないが，短時
間に多量のゼンマイを乾燥できるので，最盛期には半数位の農家が行なっていた. しかし，アオセ処
理ゼンマイの需要が低下したため，雨天が続いた時以外は行なわれなくなった.テンポシにすると生
ゼンマイの重量は約10分 1 に減り，アオセの場合には，もう少し I~I 方がで、た.テンポシは収穫したゼ
ンマイの綿をとり，大・中・小に区分して束ね，釜でゆでた.綿は以前は座布団や布団の綿に混ぜて
利用した.ゆでたゼンマイは縫に広げて干し，色がピンク色に変わってくるとかき集めて手でもん
だ.もむことによって水分が抜けや易くなっ，柔らかくなる.晴天ならば 2'"'-'3 Iヨで、完成品となり，
女・子供が主にこのもむ仕事に従事した.
以前vi車・オートパイが利用できなかったので，ゼンマイ小屋をかけ，そこに寝泊まりして採取し
た.採取シーズンはその年の残雪の具合で、決まるが， 5月上旬から 6月上旬にかけーてである.T度I
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植と重なるため狛の手を借りたいほどの忙しさである. 1982年のゼンマイ採敢は 5月8自に始まり，
学校も 5月9I:!から101ヨ1号ゼンマイ休みとなって，子供達もゼンマイ小屋に治まり込んだりして，綿
取りや，ゼンマイもみを手伝った.ゼンマイはシダ植物のため日向斜面にはなく，湿気の多い北向き
斜面やガレ場，崖などに密生しているので採取に当っては足元があぶなく， J底にスノミイクのついた地
下足袋をはいた(第 1I玄1).総で編んだテンゴとIl子ばれる袋を背負い， J裂にはサゲ(Jj要)テンゴ(小
箆)をつけて出かけ，サゲテンゴにいっぱいになるとテンコ7こ移した.ゼンマイ小屋ーから採取に行く
場合には，午前，午後各 1I!I出かける. シーズン最盛期には， 男は 11ヨ 15 ，-.__， 20寅 I~I (約56，-._，75kg)，
女は 8"-'10:貫 I~I (30'-'__'38kg)採ることができた.しかし，シーズンも終りに近くなると男でも 1日5
寅13(20kg)位しかとれないこともある.ゼンマイは胞子で増殖するため，必ず何本か残しておいて翌
年の増植に備えておく. しかし，禁猟以来カモシカが増えてゼンマイを食い荒らすことが多くなった.
第 i図 三百i地区のゼンマイ小屋とゼンマイ探1]'K領域(r山に生かされた日々に』より作成)
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1970年代半ば三密集落で gl 家用にだけゼンマイを採取していたのが10戸3 残り 30戸は現金収入を I~I
1:守に採取していた，家から通いで採取していたのが 9戸，他の 4戸は女手だけで取っていた.通いで
採る場合は，部落共有林(ムラ1) 内でも国有林内でもよく，良い場所を確保するために夜明け前に
5 Iヨi首位続けて同じ場所で採取していると他人は入って来ないといわ家を出なければならなかった.
れている.
〔ゼンマイ小屋〕
多い家では 3'"'-'4カ所1955年頃までは総戸数の70%がゼンマイ小屋で宿泊してゼンマイを採取しう
にゼンマイ小屋:をもっていた • 1960年墳から集落に近いゼンマイ小屋から姿を出し，1970年代半に
その11をスノヤマと¥1子ん11に泊まることをスノといい，は総戸数の40%'，17カ所に減ってしまった.
スノヤマは集落から歩いて片道1'"'-'6時間， 3'"'-'24kmまでの距離のところにあり，ゼンマイ小屋だ.
1度建てると 5・6年はは付近の木や革を用いて建て， {曲家と採取範囲が重ならない程度に分散し，
もった.しかし I年に 1@利用するだけなので破損もはげしく，小屋入りの前に修理に来たり，宿泊
プロパンガスボンベイなどをあらかじめ運んでおかなければいけなかった.小に必要なフトン，針\~，
4 i=t三3年間は他J¥が入ることはしないが，その持主が採取に来ることもあるのでy屋を放棄しても，
1 i来は箔11~12 i~{から成るものであり〉ゼンマイ白からは自由に入ってよいことになっていた.
仁jコに炉が切ってあった.猿日夕、、ムができてから用，他は物泣きに利用され，宿泊練は 4畳半ほどで，
は船外機付きボートでダム抑jを渡って小屋がけをし，小屋住みの問中， ~~IJ食は全て周辺のウト・ウノレ
イ・イタドリ・フキノトウ・ミズ・ヤマフキなど約30種類の山菜でまかない， ) 1で釣った魚、も食卓に
(第21玄l).のほる
三面)1本流4，末沢)1ヱjく系 3で，多
?、??????????
???????っ???????????。??????
?
?ー ?、 っ 。
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泥又川水系 5，
ゼンマイ乾し場
小屋の分布は1970年代半ばには猿日3川水系5，
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J表団〆ム貯水池東岸のゼンマイ小屋(1日!二1，1983より)第2圏
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くは沢口に位寵していた(渡辺， 1979). ゼンマイを干すために日当りが良く， かつ飲料水の得やす
し、場所が選ばれた.
〔ゼソマイの出荷〕
乾燥ゼンマイは小|主lや小出などの商人によって集荷されたが，農協でも集荷を始め， 1970年代半ば
頃は;農協扱いが約半分を占めていた.出荷先はテンポシは主に関東へ，アオセは主に関西方面である.
三回全体で 1970 年代半ば頃毎年平均120~130í~~ (1 俵ニ 10寅 1~1 = 37. 5kg)のゼンマイが出荷され，
l俵20万円 (5000円Ikg) として， 2，400万"__2，600万p=j， 1戸平均約60万円の現金収入があった.
ゼンマイ小屋での乾燥ゼンマイの生産量は 11:平均6，.__7 kg，カマスや南京袋に入れて40kg(1俵)
にまとめて出荷される.小国・米沢などの山形県知IJの業者，新発田・三条などの新潟県側業者は，冬
季用飯米や生活必需121をiII1貸の形で、提供して，ゼンマイで決済させることが多かった. 4km程度の
自家用を残して農家は出荷する.太く，長く， あじがよく，柔らかな三国ゼンマイは5，000円Ikg以
上で売れ1戸平均60万円，中には100万円を越す者もいた.乾燥ゼンマイは産地仲買人から， 3，.__ 4人
の中I'M業者を経，消費地で、生物にもどす加工業者によって 7倍の重量の加工ゼンマイにされ，スーパ
ーなどの小売);1ミで販売される.
〔その他の山菜〕
IIf~ 手Cl30年代以降のiJ_J菜ブームによって，ゼンマイ一辺住jであったものが，ナメコの栽培と生出荷が
始まった.その後ナメコの缶詰加工が始まり， 1966年にはナメコ組合(組合員数は当初14戸，のち 9
戸)が発足して天然ナメコのみならず人工栽惰ナメコを出荷するようになった.ホダ木は組合として営
林署ーから払い下げられる薪炭原木の中から利用した.春~秋にホ夕、木にナメコ菌コマ打ちをやり，国
有林や私有林に置いて秋に採敬した.10月中・下旬には，缶詰加工が行なわれ， 4・6号缶で箱詰出荷
された.出荷先は村上市堀ノ内の業者，農協などへ出荷された.組合出荷額は1970年代半ばで600万
円3 他人出荷額の合計ーはそれ以上で、あると推定されている. 9"'-'1月のナメコ販売による現金収入は，
それだけ出稼ぎ期間を短縮する効果をもっていた. ワラビは3つの業者が三面集落から買い入れ，
2，000kg入りの大楠やコンクリート槽に漬け込んで，新潟方面の業者や旅館・ホテノレなとやへ出持して
いた.買入fil格は生モノで100IIJ/kg，出荷量は10tほどであった.
ゼンマイ・ナメコの外には， 7"-' 9月のキクラケ， 8 "-'9月のトピタケ， 10月のマイタケなどがあ
ったが，商l忠Iとして出荷されるのはゼンマイ・ワラビ・マイタケ・ナメコくらいであった.栗は昭和
30年代半ばには出荷しなくなった.
(11菜の経済社会的意味〕
「春先のEI~IIJ の手入れから始まり y 火野丈111 ， )1猟と仕事も重なる.炭焼もごく小規模に行なわれ
た.さらに，冬の狩猟7 ワラ仕事と山林特有の生業がj喪関される.1949年の三国集落の収入割合は，
山菜6，架2.5，狛:猟1.5になる JG). ゼンマイを主mllJとする山菜採取は短期高所得性のため，出獄ぎ・
人口流出を阻止する機能をもち，所得・戸数・人仁i維持機能をもってきた.山菜が経済的価値をもっ
以前の現金収入はスゲコ。ザ・カモシカの皮・熊の皮・熊のj旦などであった.d:;'J猟は全員が参加できる
ものではなく， 水 EEI は山の奥地で冷筈には~~く， J1又量も一定しておらず? 米も I~I 給できなかった.
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l三面ではゼンマイ採取のはじまる以前は28軒しかなく，それtJJ二に家が増えたらつぶれる家が出る
といわれ， ・・・・ゼンマイ採取のはじまった大正 5年から末頃までの1'司に，少くとも 5軒の分家が
1:1止し、るのである.そのうち 2I汗は田知!をもらって分家している 3 j肝はEI11なしの分家であった
・・分家できる基盤をゼンマイがもたらした. ・・・三国は山中にありながらも平場と同程j克ー まで
経済水準を引き上げ，尚も分家が~;I~leJ.くいで，現在の42戸まで唱えた。7)_j 
1960年の人口230から1970年の198へ， 32人減，人口減少率13.9%は，全国U-I村のそれの24%と比べて
低かった. 1985年の兼業の種類で主に出稼ぎはわずか 1 戸に過ぎず，後述の高根集落33人や岩;v~~~落
の3人に比べて非常に少ない. 1970年の全国山村平均所得121万に対して，三国は平地農村の平均144
万を若干上回っている. r子供は金づかいが荒く，小学生で月に3，0001こ9の小遣い銭を使い，服装持
物も都会なみであるという. ・・・ 11菜以外の，農家における飯米の確保と余剰米の政府売渡し，
林署下メ1]，森林伐採，スーパー林道工事，発電所職員，学校給食業務，教員住宅炊事，出稼ぎなどの
多様な賃金収入，さらには民宿， 1萄などサービス収入を含め8)J三回には多様な収入源があり， {lJlf 
j告でありながら，経済的にはかなり充実し，その大きな柱が山菜であった.
1985年農業センサンスで29農家のうち21戸が歩行型動力i針転機，農用トラクターおよび動力防除機を
所有していた， これは他の集落に比べて非常に高し、普及率であった.
]V-2 高根集落の事例
三面)1右方支流高根川流域が!日高根村である.その最奥の海抜100mにあるのが高摂集落である.
1985年センサスで世帯数189，人仁1920，1980年のそれは 194世帯， 933人で 5年間に 51止措， 13人の
減少であった.農家数140，専業はわずか2戸(1.4%)，第 l種兼業も 8戸 (5.7ヌダ)で， 130戸 (92.9 
%)が第2種兼業である，兼業の種類としては出稼ぎ.El 雇・ l臨時雇69戸 (50%)，恒常的勤務57戸
(41. 3%) ，自営兼業12戸 (8.7%)である.約半分を占める!ヨ雇.I臨時雇の内容は山林労務である.
平均経営耕地面積は55.6a，農産物販売金額第 l位部門は稲作が 127戸 (90.7%)で，あとはその
他の作物・ 1~):li l:1二・養豚が 1 戸ずつあるのみである. 農家の80%が林家で、その{呆有 I-U林面積~ì102ha 
(うち人工林9.7ha)平均O.9haと割合大きい方である.20'"'-'50haクラス 1戸， 5"-20haグラス 2戸，
1 "-5 haクラス14戸，極零細な 0.1r-.-l. Oha未満クラスは農家林家の84.5%を占めている.以前は集
落内に 61lFのU-l菜取扱い業者がいたが今日では遠山定吉 1 となってしまった. U-I莱の収穫量が減っ
てもうからなくなったためで、ある.遠山家ではゼンマイは扱わず，その他の山菜を塩漬けにして湯之
谷村へ出荷する.遠山家と採取者の関係は，採取者が持参することもあるし，遠山家が取りに行くこ
ともある.湯之谷村の場合はl匂うから車で取りに来る.三部地区石住に朝司産業食品工業があり ，l![ 
のない頃は荷1¥1で、高根の遠山家にiJ-l菜を集持に来ていた.湯之谷との関係は， 10年ほど前高根生産森
林組合の視察で湯之谷に行ったiJ寺湯之谷IJ-菜加工農業協同組合が広く原料山菜を求めていることを知
って出荷するようになった.高根で採取されるU-l菜のほほ半分が遠山家が扱っていると当人は考えて
おり， 他は{也の業者が扱っている J量感W1は1978年頃で，年々採取量は減少し， ピー ク1I寺の 2割程
度しか扱っていない.高H~小・中
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善事業によってなめこかi工工業を建設し， J-I莱の加工・販売を行なう向村最大規模の企業で，大字宇
津野にあり，資本金6，2灯70万FコTj，
合員へのj舵5配己当も行行‘なつている9め)
1-1-1菜採取量減少の理1:1は拡大造林による山菜，g，生地の減少， 採取者の高齢化， 1985年に入U-I料
(1000円/1=1，500 l=cJ /半日)を取って他所者の山菜採取を認めたところ，村上・新潟なとからの山菜採
取のプ lコが入り込んで根こそぎ取り j乏してしまったりしたことなどがあげられる.遠山氏は 5月初旬
~10月までフキノトウ・ワラビ・フキ・ミズ(ウワミズザグラ〕・マタタビなどを集荷して塩漬けにし
て湯之谷へ送るが，主には森林組合の1林労務に携わる.冬は近くの山仕事:があればやるが，関東・
関西・広島などへ出稼にli¥ている.
天然d-l菜に代って1978年第二次林1イ糾寺認事業で、ナメコ工場を641.52m2，鉄骨'2階建て， 4，261万円
をかけて建設した.おがくずは1968年にできた高根生産森林組合高線チップ工場から得， 5人(常雇
3人， 1:仙寺2人)が栽培に当り，年51豆!の回転で， 1960年度は 17 tの生ナメコを生産し1，075万円の
売上げ，缶詰として1，262fb， 3.8 t加工し， 356万合せて1，431万円の売上げがあった.
シイタケ栽培の組合が二つあり，朝日椎茸組合と高根村f~茸組合で，し寸ぶれも組合員は 5 人ず冒つで、あ
る.林構の補助金600万円で乾燥・加工施設が作られた.ナメコ・シイタケの製品の2割は国道7号
沿し、の村営「みどりの m~物産館」で販売され，残ワ 8 は中
V 森林資源の手IJ用と村の活性化
¥1-1 林産物の)JIU
朝日村の工業事業所の中で最も多いのは12(1984工業統計〉を数える木材で， 147人を雇席し，
16. 8億門の生産額をあげた. 2 番目の食料は 7 で、29人の鹿)~r力しかないが 5 億p=jの生産をあげてい
る.M述高根生産森林生産組合のナメコがそれの一つで、ある.三面地区石住にある朝日産業食品(従
業員 6名)は， IJ-I菜・野菜(ゼンマイ・フキ・タケノコ・ワラビ・ウト・ミズナ)の加工を年間行な
っており， 1(3和57年度新潟県農林水産業総合振興事業として，朝日椎茸紹合に刻ーする補助として，工
場内に加工施設が建設された.原料の4割は郭13村から 6都は定1c1賀・福島・外国などから調達して
いる.とくにゼンマイは中間・ソ速から大手商社を通して輸入している.野菜は契約栽培によって集
荷したり， ミョウガ・大1、良・野沢菜・大豆などは農協ノレートで集荷している.朝日スーパー林道へ通
づる県道村上一岩}指針!に揺する工場前の売J~g で、 i直販する外，国道 7 号線沿し、のみどりの盟で「またぎ
の皇」のブランドで販売している.大口はジャスコ，豊栄子liカネマタフーズ，岐阜県・富山県・静岡
県に出荷している.多量に使用する水は三i彊)1 [とその左方支流長津)1の扇状地性の土地から井戸水と
して波み上げている
高根生産森林組合の下部組織として朝日工芸事業協同組合があり，日用品(l血・盆・ビーノレ袴・
ついしゅ
箱)・茶器・花器・控lY;r..菓子器などをみどりの盟物産館で販売している.村上堆朱が猿沢地!玄で行な
われている.城下町村ととの接触変質とみることもできるし，材料のホオ・トチ・カツラなどの原木
とん
の存在が漆塗を受け入れたと考えることもできる.文政年間 (1818"-1829)江戸誌の村上落士i@l宮次
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郎兵衛・沢村吉1z:9郎が江戸で学んで来て広めたと言われている10) 天然木の木地に彫刻をし，朱漆を
った IJit朱j，21漆を塗った黒J，数色の漆を塗り重ねた「紅花緑葉〈三彩彫漆)一!などがあ
{まりし ぬしる.木j也・彫刻・鞍漆の 3 工程あり，それぞれ木地I~ní ・彫師，塗13ïlî と呼ばれ，一人で 2 工程以上やる
人はほとんどなし分業で、行なわれている.花器・茶器・菓子器・箱類などとして製11の8書IJはjf-内
へ 2訓が県外へ出荷されている.
猿沢でJ{t朱の漆器!古を経営している鈴木太一郎は， ，司1寺に猿沢のi雪道 7号に沿う猿沢農産物加工施
設の経営者でもある.施設は昭和61年度新潟県農林水産振興事業として， 3，170万円で猿沢野菜生産
加工組合(組合員 6)に対して作られたものである.地元産の農産物の加工をやり，主にソパ・モウ
ソウ竹缶詰・メロン粕漬などを作って鉄道弘済会，スーパーウオロク(新発田市) ，みどりの盟等へ
出荷している. 11菜加工は自給程度にしかやっていない.
三面)1右岸，県道村上一岩崩線沿いに，朝日キノコセンター(布部字木ノ平)がある.村上子l'il中心
部の食品取扱陪広大滝(株式会社)が近くのチッア。を原料にナメコ・マイタケ・シメジ・シイタケを
栽培している.常時5人(男 l人:工場長，他4人は女)，多忙時は千組の 6人のノミートを雇ってい
る. 14年前の1973年村上市でマッシュノレーム栽を試みて失敗した施設を大滝商};~~が巽 JI又したもの
で，製品は村上市内などの旅館・料理屈・ j苫なとおへ納める外，ヰI条生果市場へ出荷したり，秋のシー
ズンにはスーパー林道経由の観光客にセンターで、土産物として販売している r岩は溜13:1の)，I村食菌や
宮城県宮城町の東北椎茸などから購入している.千総の人4'"'"'5人がゼンマイをシーズンlfこ大量に採
取してもち込むのを購入している.大滝商j苫は以前はゼソマイなどIJ菜集荷のため，村上から小間経
由で1f時間50分かけて三面まで出かけていた.今日は岩船・北蒲原郡など下越地方の約100の集落か
ら 6月半ばから 8月101ヨにかけて，富山の持鯨や越後の笹だんご用の笹を集荷し，岩船郡神林村LR
本庄の工場で乾燥して生菜資材業者(新潟市など)に納入している.笹の採取は主に農家の老人でゼ
ンマイ|胃様に造林によって減少してきているが3 達人になると 1夏に30万円も稼くい人もいる.大滝
酪j古は，きのこ類・ U-I菜類の外，笹の葉・もち草・むきクノレミ，けい卵，食肉・冷凍珍味・青果物・
業務用料理材料などを生産・販売するミニ食品i商社とみることができる.
1知町村の林産物販売を I~I 的に， 林精の補助金3.6億を使い， 4年間かけて猿沢の国道7号東側に
「朝iヨ村みどりの堅 物産会館」が建設された.奥三商の民家を「またぎの家jとして移築して見学
に供している.広い駐車スペースと食堂が完備している.村内で採取・加工されたIJ莱の漬物・缶
詰，木工iEI，襲細工，焼物などを販売している.
みず莱 (11菜〉 ・笹だんご・さと芋・柿・メ!コンの粕漬なと、農ご林産物の都市住民への誼送販売を
目的とした「ニイガタ首長国連邦J (権成市町村:黒川村・笹神村・大和IlJ・津南町・牧村・両津市
・翠縫1訂・朝日村) (入会金5，000円，年会費1.5万円)の一員に朝日村は加盟している.連邦事務局
を新潟市に置き，共同で， PRを行なっている.朝日村はそれとは別に，清瀬市と1982年の上越新幹
線開通を機に姉妹都市関係を結びp 同様の会員制度による農林産物の直送販売をやっている.清瀬子15
1ブ引こ旭が丘団地 (23001立市，人口8，000)があり 3 用じアサヒのよしみで姉妹都市を結んだ. 子供・
大人のお祭り，ゲートボーノレ，稲刈体験などを介して相互の交流が搭んである.清瀬市在住在勤の人
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ならだれで、も「みどりのふれあい・あさひ会」に入会でき，年4@送付)20，000F9のコースと，単品
で3，00'"'-'5， 000 J=liのコースとを合わせて333名が会員となっているには IJI菜・メロン .f(8 • 柿
・巻鮭・はらこのしもち 3 などがある.
Y-2 森林のレクリェーション利用
森林はそのままではレクリェーション用に利用しにくく，道路・標識・休憩施設などを整備して、
初めて官lIi値が出てくる.約 l億円以上かけたプロジェクトが四つがある.
〔朝日スーパー林道〕
新潟県・山形県の二つの朝日村を結び全長52.1kmの朝日林道が，森林開発公社の手によって72億
円の巨費と1971'"'-'83年， 13年の歳月をかけて完成した.第]義IYJfこは林業のためで、あるが，同時に沿
道住民の生活道路で、もあり，観光道路でもある. 11高員 4.6mと広くはないが，新潟県イWJでは猿田ダム
まで舗装されている
村単独事業として700万円かけて国道7号との分岐点と，沿道に案内板を立てて住民や観光客の便宜
を図っている
〔二子島森林公i室IJ
三田ダムj甚水によって二つの島となったところをボート・キャンプ・休憩施設を設けて村営公i茎!と
している.二次にわたる林檎と村単独事業などで2億円をかけーている.県下農村青年の親ぼく会など
に利用されている.
[1St田)I1野営場〕
文部省が猿13)1ダムに教育施設として1982年から 3年間， 11:意向をかけてつくったもので，管理枝
とテント場を備えている.
〔生活環境保全林グリーンパーク〕
0道7号の西側， E:i本海との境をなす三額1 (511)南半部を，県営事業として， 1983年から3
カ年かけて，道路をつけ， 台・休憩所・使用?をつけて，近隣レクリェージョン地として整備し
た.この事業の現実的メリッ卜は朝日村から， 日本海へのアクセスが高まったことである.
VIおわり
林野率91%の草r]13 ま，生活の大きな部分を林野に依存してきた. 1簡に位置する三面集落は大正
初期にゼンマイが商品{il日値を得て以来主要な現金収入源となってきた. とくに昭和30年代以降の山菜
ブームにのって， -11寺は山菜がさ商の収入の 6割を占めたこともあった.学校でのゼンマイ休暇，ゼ
ンマイ小屋での生活，ゼンマイ干しと出荷などゼンマイを中核とする1菜は山村の経済・社会生活を
規定してきた e 高根にあっても， U-l菜採取は生活のリズムの一部をなしていた.採る山菜から育てる
11菜へ，ナメコ・シイタケの人工栽培を始めた.山菜を中心に野菜など、食111加工工業が関連産業とし
て芽生え，村の生産額向上に役立っている，
山菜や木材，河川漁業の外に，新しい村活性化策として工場施設と並んで，朝日スーパー林道開通
58 
に1=:う観光施設の建設による観光客の呼び込み， グリ一ンパ一ク生活環境偶
つて山莱菜-シ一メンパiにfこ斗1村寸Jよ上:二新潟ブ方71函面百翫iからのノハ、イキンクグ占客客9を1呼l乎子び込んでいる. しかし， 観光化が村の経
済に及ぼす影響は土産物を買って帰るだけで，宿泊所もなく，観光F!3の事業費を導入して事業を行な
っているだけである.事業の中心は道路の新設で、あるため，地域住民の生活環境整備に貢献してきた
ことは確かであるが，せっかくの投資を村の活性化に生かすには，外来者にお金を落とさせることも
考えなければならないだろう.清瀬市などへのI-U菜，農水産物の直送販売システムなども，今流行の
村ーの活性化の一つの方法ではある. しかし，アイデア・イヴェントを長続きさせるのはむつかしく，
地道な担常的な産業の基盤整備が最も大切である.
第 1!:glは小1奇!z.!:1虫1)技官に製顕していただし、た，記して誠意を表したい.
j去が材ζ汀吋?i附l
の一部を(使車)丹用1司した.
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Role of Mountain Vegetables in Asahi-mura， Niigata-ken， Japan 
Hiroshi SASAKI 
Asahi-mura (village) lies in the northern part of Niigata -ken (prefecture)， bordering on 
another Asahi-mura of Yamagata占~en. The name Asahi means sunshine but the name Asahi 
of both muras comes from lVlt. Asahi (1813.7m above sea level) between them. The Asahi幽
mura in Niigata depends its econmic livings mostly on the forest， the percentage of which in 
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V<lhole mura area amounts to 91%. People in Asahi-mura， especilly in Miomote-sett1ement in 
the remote mountain val1ey earned their living by gathering the mountain vegetables (esp. the 
roya1 ferns and brackeηs)， which are sold with high prices in the natural food boom. 1ncome 
from the royal fern amounted in 1970's to 60% in whole family income in Miomote-settlement. 
1n November 1985 whole 42 fami1ies of Miomote moved out of the sett1ement to neighbouring 
Muralζami-， Niigata-and Toyosaka-shis (cities)， because of dam building. 
All sociallife are determined by gathering the royal ferns and other mountain vegetables. 
From the biginning of May to the middle of June almost al engaged themselves in gathering 
the royal ferns. 1n this period the scho01 made the royal fern vacation， pupiles to join to g仕
ther the roya1 ferns. They built small cottage (called the royal fern cottage) along the small 
valleys and their branches (Fig. 1) and stayed there for several weeks and dry the gathered 
royal fern to sel (Fig. 2). 
There are some cannaries of mountain vegetables in the village. Because of water reserve 
dam building， the opening of Asahi super forest road (between both Asahi muras) and af-
forestation of coniferous trees， the growing area of mountain vegetables has been decreasing. 
They began to cultivate mountain vegetables as nameko and shiitake (a kind of champignon). 
Some kinds of cultivated mountain vegetables are processed to canne or dried-， or salted-goods 
to market. But the role of mountain vegetables in the economy of the village has been de-
creasing. The village authorities put emphasis on industria1ization and tourism to develope 
the eCOl1omy and to maintain the jobs. They invited the factories of electoric parts (6 factories 
and 500 workers) and the project of “green park Seikatsu KaロkyoHozenrin (forest for keeping 
the living environment)" in the western hills of the mura territory. 
